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三菱ケミカル

タタ
イイ
にに
ＴＴ
ＰＰ
ＥＥ
新新
ララ
イイ
ンン

車
部
品
向
け
な
ど
拡
大

２０
年
ま
で
に

１０
年
ぶ
り
最
高
益
更
新

信越化学

３
月
期
予
想
を
上
方
修
正

昭和電工

負
極
用
水
系
バ
イ
ン
ダ
ー

車
載
電
池
向
け
評
価
進
む

Ｓ
�
Ｓ

Ｂ

Ｒ

横
浜
ゴ
ム
の

新
製
品
に
採
用

日
本
ゼ
オ
ン

感
染
症
迅
速
検
査

台
湾
社
と
開
発

デ
ン
カ

国
内
建
築
向
け

板
ガ
ラ
ス
値
上
げ

日
本
板
硝
子

カ
ナ
ダ
の
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
計
画
で
特
損

石
油
資
源
開
発

三
菱
ガ
ス
化
学

タ
イ
子
会
社
の
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ポ

リ
マ
ー
ズ（
タ
イ
ラ
ン
ド
）は

バ
ン
コ
ク
西
部
の
サ
ム
ッ
ト

サ
コ
ー
ン
と
東
部
の
ア
マ
タ

ナ
コ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
工
場

を
構
え
、
塩
ビ
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
を
年
１
万
９
０
０
０
�
、

Ｔ
Ｐ
Ｅ
を
同
４
５
０
０
�
生

産
で
き
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｅ
は
ア
マ

タ
ナ
コ
ン
工
場
に
１５
年
に
新

設
し
た
設
備
。
こ
こ
に
２０
年

ま
で
に
３
０
０
０
〜
４
０
０

０
�
の
生
産
ラ
イ
ン
１
系
列

を
増
設
す
る
計
画
。
１８
年
後

半
を
め
ど
に
投
資
内
容
を
詰

め
る
方
針
だ
。

タ
イ
で
生
産
す
る
主
力
の

Ｔ
Ｐ
Ｅ
「
サ
ー
モ
ラ
ン
」
は

オ
レ
フ
ィ
ン
系
樹
脂
に
ゴ
ム

成
分
な
ど
を
分
散
し
た
高
機

能
樹
脂
。
主
な
用
途
は
エ
ア

バ
ッ
グ
カ
バ
ー
の
材
料
で
、

順
調
に
販
売
を
伸
ば
し
て
き

た
。
１
月
か
ら
は
自
動
車
や

食
品
な
ど
に
用
途
を
見
込

め
る
ス
チ
レ
ン
系
の
Ｔ
Ｐ

Ｅ
「
テ
フ
ァ
ブ
ロ
ッ
ク
」
の

生
産
も
始
め
た
。
幅
広
い
用

途
に
製
品
展
開
を
進
め
る

と
と
も
に
、
需
要
増
に
応
じ

て
生
産
能
力
も
引
き
上
げ

る
。タ

イ
経
済
は
情
勢
不
安
な

ど
の
影
響
も
あ
っ
て
伸
び
悩

ん
で
い
た
が
、
自
動
車
な
ど

の
需
要
は
足
元
で
は
回
復
方

向
に
あ
り
、「
実
力
通
り
の
成

長
軌
道
に
戻
っ
て
き
た
」（
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
）。東
南
ア
ジ
ア

の
現
地
顧
客
の
技
術
水
準
も

向
上
し
、
域
内
で
よ
り
高
機

能
な
素
材
へ
の
要
求
も
高
ま

っ
て
き
た
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
機
能
性

樹
脂
事
業
を
成
長
分
野
の
一

つ
に
据
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

に
置
く
営
業
拠
点
を
活
用

し
、
市
場
を
開
拓
す
る
。
生

産
は
域
内
唯
一
の
自
社
工
場

が
あ
る
タ
イ
を
生
か
す
ほ

か
、
製
造
委
託
も
広
げ
て
い

る
。
世
界
で
は
米
国
、
欧
州
、

中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
も

生
産
拠
点
を
保
有
し
、
Ｍ
＆

Ａ
（
合
併
・
買
収
）
も
駆
使

し
な
が
ら
成
長
す
る
自
動
車

向
け
を
中
心
に
事
業
拡
大
を

進
め
る
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、
タ
イ
で
熱
可
塑
性
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
（
Ｔ
Ｐ
Ｅ
）
の
生
産
体
制
を

強
化
す
る
。
２
０
１
９
〜
２０
年
を
め
ど
に
製
造
ラ
イ
ン
を
増
設
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｅ
の
生
産
能

力
を
倍
近
く
に
引
き
上
げ
る
方
向
で
詰
め
る
。
エ
ア
バ
ッ
グ
カ
バ
ー
な
ど
自
動
車
部
品

や
電
気
部
品
に
需
要
が
拡
大
し
、
タ
イ
だ
け
で
な
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
に
市
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
技
術
開
発
支
援
機
能
も
備
え
る
タ
イ
を
軸
に
東
南

ア
ジ
ア
市
場
を
取
り
込
む
。

信
越
化
学
工
業
は
２６
日
、

２
０
１
８
年
３
月
期
業
績
予

想
を
上
方
修
正
し
、
営
業
利

益
が
前
期
比
３５
・
４
％
増
の

３
２
３
０
億
円
（
従
来
予
想

比
２０
・
５
％
増
）、経
常
利
益

が
同
３８
・
４
％
増
の
３
３
５

０
億
円
（
同
１９
・
６
％
増
）、

純
利
益
が
同
２９
％
増
の
２
２

７
０
億
円
（
同
１９
・
５
％
増
）

と
過
去
最
高
に
な
る
見
通
し

だ
と
発
表
し
た
。
各
利
益
の

こ
れ
ま
で
の
過
去
最
高
は
０８

年
３
月
期
で
、
１０
年
ぶ
り
の

更
新
。
米
子
会
社
シ
ン
テ
ッ

ク
の
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
や
半

導
体
シ
リ
コ
ン
、
シ
リ
コ
ー

ン
な
ど
全
部
門
の
業
績
が
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。

売
上
高
は
同
１４
・
８
％
増

の
１
兆
４
２
０
０
億
円
（
同

５
・
２
％
増
）
に
上
方
修
正

し
た
。
販
売
拡
大
に
加
え
、

塩
ビ
や
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー

の
値
上
げ
も
進
め
て
い
る
。

１８
年
３
月
期
の
年
間
配
当
は

１
４
０
円
と
従
来
予
想
に
比

べ
て
１０
円
増
配
す
る
予
定
。

米
国
法
人
税
率
引
き
下
げ
の

影
響
は
修
正
予
想
に
織
り
込

ん
で
い
な
い
。

同
日
発
表
し
た
２
０
１
７

年
４
〜
１２
月
期
の
売
上
高
は

前
年
同
期
比
１５
・
１
％
増
の

１
兆
６
１
１
億
円
、
営
業
利

益
は
同
３４
・
４
％
増
の
２
４

３
３
億
円
、
経
常
利
益
は
同

３５
・
２
％
増
の
２
５
０
２
億

円
、純
利
益
は
同
２８
・
２
％
増

の
１
７
３
３
億
円
だ
っ
た
。

部
門
別
営
業
利
益
は
、
塩

ビ
・
化
成
品
が
同
４７
・
１
％

増
の
６
５
１
億
円
。
米
シ
ン

テ
ッ
ク
が
塩
ビ
を
増
強
し
、

高
水
準
の
出
荷
が
続
い
た
。

半
導
体
シ
リ
コ
ン
は
旺
盛
な

デ
バ
イ
ス
需
要
を
受
け
て

同
６７
・
６
％
増
の
６
６
２
億

円
。
シ
リ
コ
ー
ン
は
欧
米
や

ア
ジ
ア
の
販
売
が
堅
調
で
同

２１
・
７
％
増
の
３
８
４
億
円

だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
機
能
性
化
学
品

は
同
１４
・
４
％
増
の
１
９
４

億
円
、
希
土
類
磁
石
や
フ

ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
な
ど
の
電
子

・
機
能
材
料
は
同
１０
・
６
％
増

の
４
５
８
億
円
と
な
っ
た
。

昭
和
電
工
は
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
２
次
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）

の
負
極
側
の
接
着
剤
に
使
う

水
系
バ
イ
ン
ダ
ー
で
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
車
載

分
野
を
開
拓
す
る
。
中
国
市

場
で
顧
客
評
価
が
進
ん
で
お

り
、
２
０
１
８
年
中
に
同
分

野
で
の
収
益
化
も
視
野
に
入

れ
る
。
高
い
密
着
性
と
い
っ

た
特
性
か
ら
電
池
の
長
寿
命

化
な
ど
に
つ
な
が
る
利
点
を

訴
え
、
民
生
分
野
が
中
心
だ

っ
た
同
材
料
の
収
益
源
を
高

成
長
が
見
込
ま
れ
る
車
載
分

野
に
も
広
げ
る
。

昭
和
電
工
の
水
系
バ
イ
ン

ダ
ー
「
ポ
リ
ゾ
ー
ル
」
シ
リ

ー
ズ
は
負
極
側
の
活
物
質
や

添
加
剤
を
集
電
体
と
結
合

さ
せ
る
の
に
使
う
。
ス
チ
レ

ン
と
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル

を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
構

造
の
ポ
リ
マ
ー
を
水
中
に
均

一
分
散
さ
せ
た
材
料
で
、
龍

野
事
業
所
（
兵
庫
県
た
つ
の

市
）
で
量
産
体
制
を
構
え

る
。

ポ
リ
ゾ
ー
ル
は
負
極
用
で

主
流
の
ス
チ
レ
ン
ブ
タ
ジ
エ

ン
ゴ
ム
系
の
水
系
バ
イ
ン
ダ

ー
に
比
べ
高
温
や
低
温
環
境

下
で
も
高
い
接
着
力
を
保

て
、
負
極
材
と
集
電
体
の
密

着
性
を
高
め
、
電
池
の
充
放

電
サ
イ
ク
ル
寿

命
を
延
ば
す
効

果
が
あ
る
。
ま

た
バ
イ
ン
ダ
ー

の
高
い
分
散
性

な
ど
か
ら
正
極

と
負
極
間
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
行
き
来
が

ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
電
池
の

低
抵
抗
化
に
も
つ
な
が
る
。

昭
和
電
工
は
１３
年
に
ポ
リ

ゾ
ー
ル
の
本
格
販
売
を
開

始
、
こ
れ
ま
で
モ
バ
イ
ル
機

器
な
ど
民
生
分
野
で
採
用
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
車

載
分
野
の
採
用
を
目
指
し
た

提
案
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、

中
国
市
場
で
は
顧
客
評
価
が

大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
同

社
は
１８
年
の
収
益
拡
大
な
ど

に
期
待
す
る
高
付
加
価
値
製

品
の
一
つ
に
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
負
極

用
水
系
バ
イ
ン
ダ
ー
を
挙
げ

て
お
り
、
車
載
分
野
に
も
収

益
源
を
広
げ
て
成
長
に
弾
み

を
つ
け
る
。

同
社
は
カ
ー
ボ
ン
系
負
極

材
や
正
負
極
材
用
の
導
電

助
剤
、
正
極
集
電
体
の
カ
ー

ボ
ン
コ
ー
ト
箔
、
パ
ウ
チ
型

Ｌ
ｉ
Ｂ
の
包
装
材
に
使
う
ア

ル
ミ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル

ム
と
い
っ
た
Ｌ
ｉ
Ｂ
材
料

も
手
が
け
る
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
材
料

の
事
業
拡
大
を
狙
い
、
昨
年

１
月
に
先
端
電
池
材
料
事
業

部
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｌ
ｉ
Ｂ

材
料
で
２０
年
に
売
上
高
３
０

０
億
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

日
本
ゼ
オ
ン
の
溶
液
重
合

Ｓ
Ｂ
Ｒ
（
Ｓ
�
Ｓ
Ｂ
Ｒ
）
が

横
浜
ゴ
ム
の
最
新
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
「
ｉ
ｃ
ｅ
Ｇ
Ｕ

Ａ
Ｒ
Ｄ

６
（
ア
イ
ス
ガ
ー

ド

シ
ッ
ク
ス
）」に
採
用
さ

れ
た
。

採
用
さ
れ
た
の
は
、
同
タ

イ
ヤ
の
シ
リ
カ
高
反
応
ホ
ワ

イ
ト
ポ
リ
マ
ー
部
分
。
シ
リ

カ
と
高
い
反
応
性
を
有
す
る

同
社
の
Ｓ
�
Ｓ
Ｂ
Ｒ
の
特
性

に
よ
り
、
シ
リ
カ
の
増
量
と

均
一
分
散
を
促
し
、
低
燃
費

性
能
と
ウ
エ
ッ
ト
性
能
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
氷
上
性
能
の
向
上
に
も
寄

与
す
る
。

販
売
は
、
住
友
化
学
と
の

Ｓ
�
Ｓ
Ｂ
Ｒ
統
合
会
社
で
あ

る
Ｚ
Ｓ
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
が
担

当
す
る
。

…
…
…
…
…
…

水
系
バ
イ
ン
ダ

ー
「
ポ
リ
ゾ
ー

ル
」
は
車
載
分

野
で
顧
客
評
価

が
大
詰
め
を
迎

え
る

デ
ン
カ
は
、
戦
略
提
携
先

で
あ
る
台
湾
の
医
療
機
器
メ

ー
カ
ー
、
プ
レ
ッ
ク
ス
バ
イ

オ
と
の
間
で
、
敗
血
症
な
ど

の
感
染
症
を
対
象
に
し
た
迅

速
検
査
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開

発
で
基
本
合
意
し
た
と
発

表
し
た
。
病
原
体
微
生
物
の

同
定
や
抗
菌
薬
の
有
効
性
を

調
べ
る
の
に
通
常
は
２
日

以
上
か
か
る
検
査
時
間
を

１
日
以
下
に
短
縮
化
で
き
、

操
作
も
簡
便
な
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
目
指
す
。
デ
ン
カ
グ

ル
ー
プ
が
検
査
試
薬
、
抗
体

や
遺
伝
子
の
多
項
目
同
時

測
定
技
術
を
持
つ
プ
レ
ッ

ク
ス
バ
イ
オ
が
測
定
機
器

の
開
発
を
担
当
。
２
０
２
２

年
度
の
市
場
投
入
を
目
標
に

掲
げ
、
投
入
か
ら
数
年
後
に

売
上
高
２０
億
〜
３０
億
円
を
目

指
す
。

日
本
板
硝
子
は
、
３
月
１

日
出
荷
分
か
ら
国
内
建
築
用

板
ガ
ラ
ス
製
品
を
値
上
げ
す

る
。
製
品
別
の
改
定
幅
は
板

ガ
ラ
ス
と
鏡
が
現
行
価
格
比

１０
〜
１５
％
、
建
築
用
機
能
ガ

ラ
ス
は
同
７
〜
１０
％
。
重
油

を
は
じ
め
と
す
る
原
燃
料
と

各
種
副
資
材
の
高
騰
に
加

え
、
労
働
力
不
足
に
よ
る
労

務
費
の
上
昇
が
製
造
コ
ス
ト

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

製
造
拠
点
の
効
率
化
な
ど
に

よ
る
固
定
費
や
一
般
管
理
費

の
削
減
な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
対
策
を
実
施
し
て
き
た

が
、
コ
ス
ト
上
昇
分
を
す
べ

て
吸
収
す
る
こ
と
は
で
き
ず

価
格
転
嫁
が
必
要
と
判
断
し

た
。

積
水
化
学
工
業
が
、
世
界
で
最
も
持
続

可
能
性
の
高
い
１
０
０
社
と
し
て
選
出
さ

れ
た
。
日
本
の
化
学
企
業
で
選
ば
れ
た
の

は
同
社
だ
け
。
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
な
ど
の
観
点
か
ら
み
た
持

続
可
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

選
出
さ
れ
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ナ
イ
ツ
社
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル

１
０
０
」。世
界
の
あ
ら

ゆ
る
業
界
の
大
企
業
の
持
続
可
能
性
を
ラ

ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
も
の
で
、
２
０
１
８

年
は
約
７
４
０
０
社
を
対
象
に
上
位
１
０

０
社
を
選
出
。
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
催

さ
れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
年
次
総

会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
の
な
か
で
発
表
さ
れ

た
。日

本
企
業
で
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
し
た
の

は
、
積
水
化
学
（
５５
位
）
の
ほ
か
、
本
田

技
研
工
業
（
２１
位
）、武
田
薬
品
工
業
（
４４

位
）、日
産
自
動
車
（
６８
位
）
の
４
社
だ
っ

た
。
積
水
化
学
の
選
出
は
、
０８
年
、
０９
年

に
続
い
て
今
回
が
３
回
目
。

化
学
工
業
日
報
社
は
２６
日
、
都
内
で

セ
ミ
ナ
ー
「
化
学
プ
ラ
ン
ト
に
求
め
ら

れ
る
制
御
系
シ
ス
テ
ム
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
」（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
協
力
）を
開
催
し
た
。プ
ラ

ン
ト
の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
な
か
、

制
御
系
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
や
Ｉ

ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）デ
バ

イ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
そ
の
脅
威
が
さ

ら
に
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
現
場
担
当
者
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
ほ
か
法
曹
界
か
ら
も
講
師

を
招
き
、
化
学
企
業
を
中
心
に
生
産
管

理
部
門
の
担
当
者
が
多
く
集
ま
っ
た
。

第
１
講
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
木
下
弦
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
よ
る
「
化
学
業
種
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
と
対
処
事
例
に
つ
い
て
」。

安
全
神
話
に
流
さ
れ
ず
リ
ス
ク
を
正
し

く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
内
向
き
視
点

の
み
な
ら
ず
外
部
環
境
に
も
目
を
向
け

る
ほ
か
、
長
期
的
視
座
に
立
つ
こ
と
を

指
摘
し
た
。

第
２
講
は
牛
島
総
合
法
律
事
務
所
の

影
島
広
泰
弁
護
士
の
「
裁
判
例
か
ら
考

え
る
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
法
的
責
任
」。近
年
の
工
場
事
故
を
め

ぐ
る
裁
判
例
や
化
学
メ
ー
カ
ー
が
負
う

可
能
性
の
あ
る
責
任
な
ど
追
及
さ
れ
う

る
法
的
責
任
や
、
ど
の
程
度
の
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
法
的
義
務
な
の

か
、
さ
ら
に
法
的
な
意
味
で
の
現
在
の

技
術
水
準
を
紹
介
し
た
。

第
３
講
は
「
制
御
系
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
サ
イ
バ
ー
対
策
の
ケ
ー
ス
と
考
え

方
」
で
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
設
備
技
術
部

の
山
岡
教
秀
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
講
演
。
制

御
系
シ
ス
テ
ム
へ
の
攻
撃
が
国
家
レ
ベ

ル
、
人
命
に
も
影
響
す
る
点
を
強
調
し
、

不
正
通
信
対
応
に
始
ま
り
管
理
体
制
、

教
育
・
訓
練
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
完
了
は

な
く
、
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
べ
き
と
し
た
。

石
油
資
源
開
発
と
三
菱
ガ

ス
化
学
は
２６
日
、
両
社
が
参

画
す
る
カ
ナ
ダ
で
の
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
開
発
・
生
産
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
連
し
、
特
別
損

失
を
計
上
す
る
と
発
表
し

た
。石

油
資
源
開
発
は
２
０
１

８
年
４
〜
１２
月
期
に
減
損
損

失
約
６
８
０
億
円
を
特
別
損

失
に
計
上
、
同
期
間
の
純
損

益
に
与
え
る
影
響
額
は
約
３

４
０
億
円
の
損
失
と
な
る
見

込
み
。
三
菱
ガ
ス
化
学
も
１８

年
４
〜
１２
月
期
に
投
資
有
価

証
券
評
価
損
な
ど
で
約
９０
億

円
を
特
別
損
失
に
計
上
す
る
。

両
社
は
昨
年
７
月
に
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
の
下
流
事
業
に
あ

た
る
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

化
取
り
や
め
を
発
表
。
上
流

事
業
だ
け
で
開
発
計
画
を
見

直
し
、
出
資
会
社
の
事
業
用

資
産
を
回
収
可
能
価
額
ま
で

減
額
し
た
。
両
社
と
も
１８
年

３
月
期
通
期
業
績
に
与
え
る

影
響
は
精
査
中
と
し
て
い

る
。

現状や対策など幅広く紹介

ＪＮＣの発祥の地、水俣製造所（熊本県水俣

市）。自社水力発電所でつくられた電気を源泉に

日本の化学工業を先導し、その後も時代のニー

ズや技術革新の流れに合わせて生産の主役を交

代させながら現在に至る。歴史を受け継ぎつ

つ、新たな領域を開拓する「温故知新」が水俣

の姿だ。

水俣市街地の航空写真を見ると、不知火海と

山間部に挟まれた平地の中央にＪＮＣの水俣製

造所があり、ここを起点に街が発展した歴史の変遷をうかがい知る

ことができる。

熊本県の最南端に位置する現在の水俣市でＪＮＣが工場を構えた

のは１９０８年。初代社長の野口遵が周辺の豊かな水と石灰石に着目

し、自家水力発電所の電気を使い化学肥料原料のカーバイドを生産

したのに始まる。先の大戦で壊滅的な被害を受けたが、終戦２カ月

後には化学肥料の硫安の生産を開始、戦後復興に貢献してきた。不

屈の姿勢は水俣製造所を支えるバックボーンともいえる。

現在の主要製品は、主力事業の液晶パネル向け液晶材料をはじめ、

香料原料、自動車用人工皮革やコンタクトレンズ材料などになるシ

リコン化合物、電線用ワニスなどに使うポリビニルホルマール樹脂

（ＰＶＦ）、作物や気候などの条件に合わせて成分の溶出が調整でき

る被覆肥料など。スマートフォン向けなどで普及期に入った有機Ｅ

Ｌ材料、抗体医薬やワクチンなどバイオ関連製品の精製工程に使う

セルロース素材「セルファイン」の生産も手掛けるなど、高付加価

値製品の中核拠点として重要な役割を担う。

製造所内には水俣研究所も併設され、シリコン、有機化学品、農

薬、分析、プロセス開発の５部門で約１００人の研究・技術者が所属す

る。多層的な研究機能や製造現場との物理的距離の近さを活用し、

コア技術を磨き上げてきた。

その１つが半導体フォトレジスト用モノマーで、水俣製造所で昨

年から量産を始めるなど収益源に育ちつつある。独自開発の「ポリ

シルセスキオキサン」（カゴ状ケイ素化合物）を配合した高耐熱・透

明樹脂もテレビや照明、自動車ランプ用ＬＥＤ封止材用途などで顧

客企業の評価が進行中だ。

既存製品でも新たな需要を掘り起こす。ＰＶＦは自動車や産業機

器部品などで需要拡大が見込まれる炭素繊維強化樹脂（ＣＦＲＰ）

の耐衝撃性を高める添加剤用途で市場開拓を進める。香料原料も新

規化合物の開発に取り組んでいる。コンタクトレンズ材料のシリコ

ンハイドロゲル、セルファインは国内外で販売を伸ばし、増産体制

を整えて需要増に応える。

新たな研究開発インフラとして、製造所内で１６年に生産技術開発

センターを立ち上げた。反応条件などの検証機能に優れるマイクロ

フローリアクター、造粒や分離精製工程を検証する装置などを導入。

同センターの建設計画を主導した庄司慎哉水俣製造所長は「ハード

面の整備により既存製品の競争力を高める革新的な生産プロセス開

発、新製品の量産技術確立を加速させる」と狙いを語る。グループ

の研究・技術者に対する技術伝承や人材育成の拠点にも役立てる方

針だ。

設立時の社名「曾木電気」からも分かるように、ＪＮＣの祖業は

水力発電事業だ。現在も熊本県内を中心に１３カ所の自社水力発電所

を保有し、全体の最大出力は９万４６００㌔㍗に上る。現存する最古の

設備が運転開始したのは１９１４年で、長年にわたり水俣製造所の動力

源としてものづくりを支えてきた。

現在、水力発電所では大規模改修工事が順次進められている。売

電用設備に転換し、再生可能エネルギーの固定価格買い取り制度

（ＦＩＴ）に基づき全量を電力会社に売電する計画だ。昨年１１月に

営業運転を再開した川辺川第二発電所（熊本県相良村）で５カ所が

完了し、２２年度中には全発電所がリニューアルを終える予定だ。

これに加え、水力発電所の運営業務の受注といった新たな事業機

会の獲得を見据え、あらゆるモノがネットにつながるＩｏＴやビッ

グデータ解析などを活用し保守管理を高度化する技術開発にも着

手。発電所運営の財産に新たな知見を加え、電力事業を基盤事業に

育て上げる。

水俣市内に拠点を構えるグループ会社も新市場開拓のアクセルを

踏んでいる。例えば、プリント基板の表面実装などを手掛けるサン

・エレクトロニクスはＪＮＣと共同で、リネンサプライや建設資材

などの在庫管理に使える高性能ＩＣタグの開発、事業化体制の整備

を進めている。

樹脂加工事業のＪＮＣ開発はクッション性や衛生性に優れる樹脂

製マットを製品化し、災害時用の避難所や保育・介護施設などへの

提案に注力する。浄化槽汚泥やし尿から有機質肥料をつくるリサイ

クル施設を運営するアール・ビー・エスも設備設計・施工のＪＮＣ

環境と連携し、国内外で独自処理技術「リアクターバイオシステム」

の外販や、新施設建設の事業化に取り組んでいる。

水俣製造所の操業開始から今年で１１０年。歴史を胸に刻み、培った

コア技術を発展させながら１世紀以上の時を織りなしてきた。研究

と製造、グループ会社が集まる水俣の地では今も、将来に芽吹く事

業の種まきが盛んに行われている。

ＪＮＣ 水俣製造所

〒８６７－８５０１ 熊本県水俣市野口町１－１

ＪＮＣ 水俣製造所

光り輝くプラ

ント夜景水俣製造所

コ
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